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物  質  名 フタル酸ジシクロヘキシル ＤＢ－41 

別   名 
ジシクロヘキシルフタレート 
1,2-ベンゼンジカルボン酸ジシク
リヘキシルエステル、DCHP 

C A S 番号 84-61-7 
PRTR 番号 － 
化審法番号 3-1311 

構 造 式 
 
 
 
 

分 子 式 C20H26O4 分 子 量 330.42 
沸 点 222～288 ℃ 1） 融 点 66 ℃ 2） 
蒸 気 圧 7.0×10-4 mmHg (20℃) 3） 換 算 係 数 1 ppm = 13.5 mg/m3 (25℃) 
分 配 係 数（log Pow） 5.6 4） 水 溶 性 4.0 mg/L (24℃) 5） 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 ラット 経口 LD50 30 ml/kg 6）  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・Sprague-Dawleyラットに 0、500、1,000、1,500、2,000、2,500 mg/kg/dayを 7日間強制経口投
与した結果、500 mg/kg/day 以上の群で肝臓の生体異物代謝がみられ、1,500 mg/kg/day 以上
の群で肝臓の小葉中心性肝細胞腫大、2,500 mg/kg/day 群で肝小葉の滑面小胞体の著しい増殖
を認めた 7）。 
・ラットに 0、4,170 mg/kg/dayを 21日間強制経口投与した結果、4,170 mg/kg/day群で肝腫大、
前胃扁平上皮細胞の増生及び脱毛を認めた 8）。 
・Albinoラットに 0、25、200 mg/kg/dayを 90日間強制経口投与した結果、25 mg/kg/day以上の
群で肝臓重量の増加を認めたが、肝組織の変化は認めなかった 8）。 
・ラットに本物質を 8.8％含むプラスチックを 10％の割合で餌に添加して 90 日間混餌投与（本
物質 800 mg/kg/day 相当）した結果、体重増加の抑制、副腎及び脾臓重量の減少、精巣や肝
臓を除く種々の臓器で軽微な組織学的な異常を認めた報告があるが、本物質との関連性は記

載されていない 8）。 
・ラットに 0、100、200 mg/kg/dayを 1年間（2日/週）強制経口投与した結果、体重、血液学
的検査及び組織学的検査で異常を認めなかった 8）。 

生生生    殖殖殖    ・・・    発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・Sprague-Dawleyラットに 0、500、1,000、1,500、2,000、2,500 mg/kg/dayを 7日間強制経口投
与した結果、2,500 mg/kg/day 群で両側の精巣に 30～40 %の生殖細胞の消失を伴う精細管萎
縮（5匹中 1匹）がみられた 7）。 
・ラット 0、4,170 mg/kgを 21日間経口投与した結果、4,170 mg/kg群で精細管の萎縮、精子形
成の減少を認めた 8）。 
・雌ラットに 600 mg/kg/dayを 6 週間強制経口投与した後に無処置の雄と交配させた結果、生
殖及び胎仔に対する影響を認めなかった 8）。 
・Wistar ラットに 5 mg/kg/dayを混餌投与した四世代試験で影響はみられていない 9）。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・本物質を含む蒸気の暴露を受けた作業者に、本物質を含む同様な蒸気を暴露させた結果、喘
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鳴を認めたという、本物質によるアレルギ―性気管支喘息を疑わせる報告 10，11）がある。 
 一方、本物質を含む蒸気に暴露されたと思われる労働者のうち、喘息患者を対象にして 1.4 

mg/m3を 20分間暴露させた誘発試験では、気管支痙攣は誘発されていない。なお、作業時の
推定暴露量は 0.1～1 mg/m3であった 12）。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARCの発がん性評価：評価されていない。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH －  
 日本産業衛生学会 －  

 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口暴露及び吸入暴露について、暫定無毒性量等の設定はできなかった。 
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